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　希土類元素を含有するペロブスカイト型構造（A-
BO3）の酸化物は固体化学の中でも最も重要な結晶
構造の一つである。この構造を保持する材料を活か
しているものとしては超伝導体、燃料電池、強誘電
体などがよく知られている。ペロブスカイト型構造
中にはAサイトとBサイトが存在し、これらのサ
イトを別の低価数イオンで部分置換することにより、
酸化物イオン空孔が生成する。これらの空孔（酸素
欠陥）がオーダーしているのか、それともランダム
に分布しているのかは極めて関心の高いことである。
　今回はCa2FeMnO5、CaSrFeMnO5、Sr2FeMnO5
を例にとり、オーダーしているブラウンミィラーラ
イト型とディスオーダーしたペロブスカイト型につ
いて、結晶構造の違いの観点から詳細に解説して頂
いた。
　特に、Sr2FeMnO5系についてはアルゴン雰囲気
での合成だけでなく、大気中での評価についても言
及され、酸素量が5.0 から 5.5 付近まで増加する特
異な現象も紹介された。この5.5相は安定であると
のことであった。

　最後には磁性についても触れられ、中性子回折測
定の優位性についても熱弁された。
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